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遺言・相続財産・お香典でのご協力について
　「自分が亡くなった後、これまで築いた財産の一部を赤十字に寄付したい」といったご相談や、大切な方を亡くされたご遺族
から、「故人の遺産を社会のために役立ててほしい」というお申し出が増えています。日本赤十字社では、このような尊いご意思
に応えるために、遺贈（遺言によるご寄付）、相続財産等のご寄付を承っております。

お問い合わせは70120-078-456（振興課）まで
検 索赤十字　兵庫 https://www.hyogo.jrc.or.jp/
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※隔月（奇数月）に発行しています。

ひょうごの赤十字 11月号［2024年11月1日発行］

※申込期日は開催日（初日）の1ヵ月前までです。

対面での講習会のご案内

救急法基礎講習（１日の講習）

救急法救急員養成講習（2日間の講習）

幼児安全法支援員養成講習（2日間の講習）

健康生活支援講習支援員養成講習（2日間の講習）

1月11日（土）13：00～17：30　会場：日本赤十字社兵庫県支部7階
2月1日（土）13：00～17：30　会場：日本赤十字社兵庫県支部7階
2月23日（日）・24日（月・祝）9：30～17：30 会場：日本赤十字社兵庫県支部７階

救急法基礎・救急員養成講習（３日間の講習）
1月12日（日）・18日（土）・19日（日）9：30～17：30（初日は13：00～17：30）
会場：日本赤十字社兵庫県支部7階
2月8日（土）・9日（日）・11日（火・祝）9：30～17：30（初日は13：00～17：30）
会場：日本赤十字社兵庫県支部災害救護支援センター（三木市）

12月14日（土）・15日（日）9：30～16：00 会場：日本赤十字社兵庫県支部７階

2月15日（土）・16日（日）9：30～17：00 会場：日本赤十字社兵庫県支部７階

講習についての最新情報は、ホームページにて随時発信しています。ホームページにてご確認いただくかお電話にてお問い合わせください。

https://www.hyogo.jrc.or.jp/lecture/ホームページ（講習のページ）
Tel.078-241-1499講習に関するお問い合わせ

講習会のご案内

オンラインで学べる赤十字講習会のご案内

☆印の講習は講義のみです。それ以外は実技を含みます。
企業や各種団体でもオンライン講習にお申込みいただけます。
上記日程以外でも開催することができますので、当支部救護課講習係にご連絡いただき、社内研修等でご活用ください。

いのちと健康を守る活動への
ご協力に感謝いたします。

姫路赤十字看護専門学校トレーニングセンターを実施

● 令和６年度大阪国際空港航空機事故対策訓練に参加

● サッカーも！救急も！赤十字も！

● 中播磨地区赤十字奉仕団研修会を開催

● 地域赤十字奉仕団員研修会を開催

● 赤十字防災ボランティア総合訓練を実施

● 令和6年度赤十字ポスターコンクール審査結果

● 「小学生のためのお仕事ノート」に姫路赤十字病院が掲載

● 姫路赤十字看護専門学校トレーニングセンターを実施

10月11日、宍粟市生涯学習センター学遊館においてトレーニングセンターを実施しました。トレーニング
センターでは、資機材を使用して、災害救護に必要な知識・技術を学んだうえで災害救護訓練を行いました。
訓練では、1年生はトラウマメイクをして傷病者役となり、2年生は昨年度に傷病者役で感じたことを思い
出しながら、救護者として臨みました。
1年生は傷病者役を体験した中で、早く手当をして欲しいと思うあまり、パニックになってしまったことを実
感しました。2年生は、はじめての救護者としての役割に緊張していたため、処置方法が分からなくなり、メン
バー同士の連携が取れない状況となりましたが、持てる力を精一杯出し切り、傷病者のトリアージや、搬送、
手当を行いました。
トレーニングセン
ターを通じて、正確
な救護技術や情報
共有の大切さを実
感し、それぞれの立
場で学びの多い訓
練となりました。

「小学生のためのお仕事ノート」に姫路赤十字病院が掲載
「小学生のためのお仕事ノート」は、姫路市・たつの市の小学3・4年生に配布され、自分たちの暮らす地域
のさまざまな仕事について、学ぶことができる内容となっています。
これからの未来を担っていく子どもたちに向けて、『姫路赤十字病院はどんな病院なのか、どのような職
種があり、どのような仕事をしているか』などをわかりやすく紹介しています。
これからの未来を担う子供たちが、自分たちの暮らしと仕事との関わりを知り、将来の夢を描くきっかけの
一助になればと思います。

大阪・関西万博まで
あと半年！

商品やサービスを生かした「社会貢献」をご存じですか

困難な状況に置かれた人に寄り添う赤十字職員
©ウクライナ赤十字社

開催日 時間
【救急法】きずの手当
【救急法】一次救命処置
【救急法】一次救命処置
【防災セミナー】
【救急法】急病の手当
【幼児安全法】乳幼児の一次救命処置
【防災セミナー】
【健康生活支援講習】健康な高齢者をめざして

12月5日(木)
12月5日(木)
12月10日(火)
12月10日(火)
12月19日(木)
12月19日(木)
1月9日(木)
1月9日(木)

講習内容
みんなで学ぼう応急手当
あなたは大切な人を救えますか?
あなたは大切な人を救えますか?
災害への備え(地震編)☆
知っておきたい!急病・手当の基本☆
こどもにAEDって使えるの?
災害への備え(地震編)☆
今、考えようよ自分の健康☆

10：30～11：30
14：00～15：00
10：30～11：30
14：00～15：00
10：30～11：30
14：00～15：00
10：30～11：30
14：00～15：00

日本赤十字社兵庫県支部では、商品のパッケージ等に「日本赤十字社への寄付」と表
示し、売上の一部を寄付する仕組みを作ってくださる企業・団体等を募集しています。
本仕組みにより、企業・団体等が行う社会貢献活動の可視化によるブランドイメージ

の向上や、購入者による地域社会づくりへの貢献にも繋がります。
金額に応じ、税制上の優遇措置や大臣表彰等の対象となりますので、ご相談ください。

日本赤十字社では12月１日から25日まで「NHK海外たすけあい」キャンペーンを実施
します。これは、日本赤十字社の使命である一人ひとりが持つ「苦しんでいる人を救いた
い」という気持ちを結集し、人道第一に公平かつ中立に支援を届ける赤十字の活動に充
当するため、日本赤十字社がNHKと共同で毎年実施しているキャンペーンです。
第42回となる今回は、世界が第2次世界大戦以来、最も多くの武力紛争に直面してお

り、人類の４分の１に当たる20億人が紛争の影響を受ける場所に住んでいる現状を踏ま
え、人々のいのちと尊厳を守るために今必要な支援を届けるため行います。
皆さまの温かいご協力、よろしくお願いいたします。

「NHK海外たすけあい」キャンペーン 12月１日～12月25日

表示の例



令和6年度大阪国際空港航空機事故対策訓練に参加
10月10日、大阪国際空港にて航空機事故対策訓練が実施され、神戸赤十字病院救護班が参加しました。
今回の訓練では、航空機からの負傷者に対するトリアージ、医療処置、受入病院への搬送調整に重点を置

き、カードを負傷者に見立てて、迅速に命を救うための連携手順を確認しながら進めていきました。
神戸赤十字病院救護班は救護エリアの中等症を担当し、搬送されてくる負傷者に対して的確に観察、バイ

タルサインのチェック、搬送の優先順位の判断等を実践しました。
参加した救護員からは「担当エリアだけでなく、消防など他機関とも密に連携しながら活動することがで

きた」「自身の役割や指揮命令系統を理解し、訓練での経験が活かせるようにチーム力を強化していきたい」
との声がありました。
兵庫県支部では、平時から関係機関と連携を密にし、災害に備えた体制の強化に取り組んでいきます。

中播磨地区赤十字奉仕団研修会を開催
９月14日、神河町グリンデルホールにて「中播磨地区赤十字奉仕団研修会」が開催され、市川町・福
崎町・神河町の赤十字奉仕団員40名が参加しました。
講演では、元日に発生した能登半島地震において、現地で救護活動にあたった日赤職員から避難所
の様子や活動などを報告しました。参加者からは「日赤の救護活動を詳しく知れた」「日頃からの備え
が大切だということを改めて感じた」などの声があり、防災意識が高まったようでした。
その後、「AEDを用いた心肺蘇生」の講習を行い、胸骨圧迫やAEDの使い方などを体験しました。
　今回は講習を受けていた方が多く、「忘れていたことが多く、繰り返し実践することが大切だと思っ
た」「いざという時、冷静に対応できるよう心掛けたい」などの感想がありました。

毎年秋に開催している地域赤十字奉仕団員研修会が始まりました。昨年度に引き続き、地域赤十字奉
仕団だけでなく、地域赤十字奉仕団が未結成および休団中の地域にも開催を呼びかけました。今年度
は、９月24日から12月11日まで、県内19会場で開催します。
今回の研修では、赤十字について学ぶほか、大地震における避難所生活の一部をイメージした避難所

を作るカードゲーム「ひなんじょたいけん」を実施しました。
カードゲーム終了後には、より良い避難所環境を目指し、感染対策の意見を出し合うなど充実したグ
ループワークとなりました。
参加者からは、「日頃から近隣の方と交流していきたい」「運営ルールを守ることが大切だと思った」

「避難者になってもみんなと協力し合って生活したい」といった感想がありました。本研修会を通して、自
助・共助の意識が高まることを願います。

地域赤十字奉仕団員研修会を開催サッカーも！救急も！赤十字も！
９月13日、「2024明治安田J1リーグ第30節ヴィッセル神戸vsセレッソ大阪」に合わせ、ノエビアスタジア
ム神戸で開催された「こうべ救急フェスタ」に参加しました。
連覇を狙うヴィッセル神戸にとっては、絶対に落とせない大切な試合で勝利を願うサポーターの熱気

は、残暑に勝るものがあり、スタジアムはそれぞれの応援チームのユニホームを着た人たちで大賑わい
でした。
私たちの赤十字ブースでは、dERUトラックや災害救援物資等の展示のほか、親子で楽しめるワーク

ショップを開催し、ハートラちゃんの塗り絵を楽しみながら、自分でペイントしたオリジナル缶バッチを手に
して皆さんは笑顔でした。献血クイズコーナーでは学生献血推進ボランティアによるクイズを通して献血
の大切さを伝えることができました。
イベント会場にRED CROSSを掲げることで、赤十字の活動をPRするとともに、両チームのサポーター

をはじめ多くの地域の方々と交流することができました。

赤十字防災ボランティア総合訓練を実施
10月20日、赤十字防災ボランティア総合訓練を実施し、個人登録の防災ボランティア14名、特
別赤十字奉仕団員22名が参加しました。
今回の訓練では、「大釜を使った炊き出し（牛丼、温泉卵）」を行った後に、「AEDを用いた心肺蘇
生」の講習を実施しました。
参加者からは、「AEDを用いた心肺蘇生を改めて学ぶことができてよかった」「炊き出し訓練で

は忘れかけていたことを再確認できた」といった感想がありました。
各々が持っている知識や技術を教え合う場面もあり、新たな気づきを得る貴重な機会となりま

した。

口座記号番号：01110‐0‐1136
口座加入者名：日本赤十字社兵庫県支部
※窓口で取扱いの場合、振込手数料は無料です。

〒
いのちと健康を守る赤十字活動は
皆さまからお寄せいただく活動資金で成り立っています。

郵便局・ゆうちょ銀行からご協力いただけます

活動資金にご協力をお願いします

令和6年度赤十字ポスターコンクール～たくさんのご応募ありがとうございました～
　兵庫県支部では毎年、兵庫県内の小・中・高・特別支援学校を対象に「赤十字ポスターコンクール」
を実施しています。今年度は「災害からいのちを守る赤十字の活動」をテーマとして作品を募集した
ところ、45校274作品の応募をいただき、32作品が入賞しました。ここでは最優秀賞・優秀賞の４作
品をご紹介します。
※兵庫県支部ホームページにて、入賞作品および展示予定などをご覧いただけます。

最優秀賞 優 秀 賞

兵庫県立姫路工業高等学校　
2年 上川祐奈

神戸市立小束山小学校
6年 山下心暖

三木市立三木中学校 
2年 宮下菜桜

兵庫県立姫路工業高等学校
3年 安並菜都


